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決

六
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七
、
二
七

可
　
　
決

昭
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六
十
三
年
分
の
所
得
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
衆
第
一

号
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要
旨　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
に
か
ん
が
み
、
昭

和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、
そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
等
の

た
め
、
所
得
税
法
の
特
例
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、
現
行
十
二
段
階
の
税

率
（
最
低
税
率
一
〇
・
五
％
、
最
高
税
率
六
〇
％
）
を
課
税
総
所

得
金
額
等
の
額
に
応
じ
て
、
六
段
階
の
税
率
（
最
低
税
率
一
〇
％
、

最
高
税
率
六
〇
％
で
税
率
の
刻
み
は
一
〇
％
）
に
改
正
す
る
こ
と

と
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
給
与
等
に
係
る
源
泉
徴
収
の
特
例
等
の
規

定
を
設
け
る
。

二
、
家
内
労
働
者
等
の
昭
和
六
十
三
年
分
の
事
業
所
得
等
の
計
算
上
、

必
要
経
費
の
最
低
保
障
（
五
十
七
万
円
）
を
設
け
る
。

　
な
お
、
本
法
律
施
行
に
伴
う
昭
和
六
十
三
年
度
に
お
け
る
租
税

の
減
収
見
込
額
は
約
一
兆
三
千
億
円
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
大
蔵
委
員
会
に
お
け
る



審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
衆
議
院
大
蔵
委
員
長
提
出
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

し
て
、
昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、
そ
の
負
担
の
軽
減

等
を
図
る
た
め
、
現
行
の
十
二
段
階
の
税
率
を
、
課
税
総
所
得
金
額

等
の
額
に
応
じ
て
、
最
低
一
〇
％
か
ら
最
高
六
〇
％
ま
で
、
一
〇
％

刻
み
の
六
段
階
の
税
率
に
改
め
る
と
と
も
に
、
家
内
労
働
者
等
に
つ

い
て
の
必
要
経
費
に
つ
い
て
、
五
十
七
万
円
の
最
低
保
障
を
設
け
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
法
律
施
行
に
伴
う
租
税
の
減
収
額
は
、
昭
和
六
十
三
年

度
約
一
兆
三
千
億
円
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




